
ｈ

詞

小
松
秀
刀
（
淡
路
ふ
れ
あ
い
公
園
園
長
代
理
）

平
野
進
（
お
の
こ
ろ
愛
ラ
ン
ド
公
園
管
理
事
務
所
課
長
）

船
越
正
秀
（
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
事
業
課
長
）

森
本
祐
一
（
大
鳴
門
橋
記
念
館
営
業
担
当
）

行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
足
取
り
も
軽
く
、
こ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
話
題
の
淡
路
島
を
訪
れ
ま
し
た
。

’
４
月
調
日
、
〃
淡
路
ふ
れ
あ
い
公
園
“
の
竣
工
式
が
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
緑
町
で
み
ど
り
の
日
に
と
は
最
適
で
す
ね
。

「
山
の
地
形
を
生
か
し
た
淡
路
初
の
憩
い
の
公
園
で
す
。
ス
ロ
ー

プ
で
は
グ
ラ
ス
ス
キ
ｉ
、
広
場
で
は
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
な
ど
、
用
具
も

無
料
で
貸
出
し
ま
す
。
自
然
林
の
中
を
散
策
で
き
ま
す
し
、
滝
が

あ
り
、
せ
せ
ら
ぎ
の
中
に
水
車
小
屋
が
建
ち
、
水
路
の
途
中
に
は

淡
路
島
を
型
ど
っ
た
島
に
大
鳴
門
橋
と
、
ひ
と
足
早
く
明
石
海
峡

大
橋
が
架
っ
て
い
ま
す
。
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
の
中
に
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
が
あ
り
ま
す
の
で
、
子
供
連
れ
の
方
は
着
替
え
を
用
意
し
た
方

が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
Ｌ

ｌ
ｌ
自
然
が
い
っ
ぱ
い
。
の
ん
び
り
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
赤
ち

ゃ
ん
も
隣
の
人
も
み
ん
な
一
緒
に
来
た
い
所
で
す
ね
。

大
鳴
門
橋
が
完
成
し
て
か
ら
５
年
。
４
月
調
日
〜
５
月
６
日
ま

で
三
つ
の
会
場
で
楽
し
い
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
三
会
場
め

ぐ
り
と
い
う
催
し
も
行
わ
れ
ま
す
。
一
つ
目
の
会
場
、
津
名
町
の

お
の
こ
ろ
愛
ラ
ン
ド
公
園
は

ノ

ふ
れ
あ
い
淡
路

人
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い
の
島

「
世
界
の
有
名
な
建
物
を
１
西
の
縮
小
で
再
現
、
世
界
一
周
ミ
ニ

旅
行
が
楽
し
め
、
兼
高
か
お
る
旅
の
資
料
館
は
世
界
中
の
珍
し
い

民
芸
品
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
大
き
な
ネ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン
は
、
木

々
の
中
い
ろ
い
ろ
な
小
烏
た
ち
が
飛
び
交
い
、
肩
に
止
ま
る
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。
」

１
１
次
は
、
三
原
町
の
淡
路
フ
ァ
ー
ム
バ
ー
ク
、

「
四
匹
の
コ
ア
ラ
が
有
名
で
す
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
中
国
広
東
省
を

始
め
世
界
の
珍
し
い
植
物
が
あ
り
、
〃
花
博
″
に
も
出
品
指
導
を

し
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
広
場
で
は
羊
や
う
さ
ぎ
、
鶏
が
放
し
飼

い
に
さ
れ
、
又
芝
生
で
は
自
由
に
お
弁
当
を
広
げ
た
り
お
昼
寝
で

の
ん
び
り
一
日
過
ご
せ
ま
す
。
」

ｌ
最
終
目
的
地
、
南
淡
町
の
大
鳴
門
橋
記
念
館

「
丘
の
上
か
ら
美
し
い
橋
の
全
景
を
み
て
、
科
学
館
で
は
立
体
映

像
で
迫
力
満
点
の
う
ず
潮
を
体
験
。
う
ず
潮
と
大
鳴
門
橋
の
専
門

家
に
な
れ
ま
す
よ
。
そ
し
て
全
国
で
も
有
名
な
人
形
浄
瑠
璃
も
是

非
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
」

ｌ
の
ん
び
り
気
分
に
浸
り
、
時
間
の
許
す
限
り
自
然
を
満
喫
し

た
い
と
思
う
ふ
れ
あ
い
の
淡
路
で
し
た
。
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可

』

Ⅷ都市" という名のパラダイスに
住む感性も知性も一流の天使達に
開放された住空間･ コナビレッジ。
不思議な光彩を放つこの生活空間
は、都市生活者に心地よい安定感
を与えてくれる－ｂ
去るＳ月1 7 日にオープンしたコ
ナ･ ビレッジは､ ㈱タケツーが建設
家長谷川逸子氏をはじめとし、瓦
制作の山田惜二氏、左官職の久住
章氏ら各々の業界で創造性豊かな
活躍をしているスタッフと一緒に
開発した全く新しいタイプのマン
ションなのである。
女性らしい感性が至る所にちり
ばめられたこのビレッジ、住む人
の生き方を、四次元的に演出して
くれる創造住宅空間である。（Ｋ）
●コナピレッジ/ 足崎ホ窓椎1 - 3 - 1 - 9
●問合せ/ O l 2 O - 4 3 3 - 6 O O
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求
め
る
衝
動
が
湧
く
感
じ
が
あ

る
ん
で
す
よ
。
あ
え
て
九
年
前

の
作
品
を
展
覧
す
る
の
も
、
今

こ
こ
で
自
分
を
曝
け
出
す
必
要

が
あ
る
と
思
っ
た
も
の
で
」
。

新
た
な
ス
テ
ッ
プ
へ
の
一
つ
の

布
石
が
、
５
月
ｎ
日
か
ら
蝿
日

ま
で
サ
ン
パ
ル
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
開
か
れ
る
〃
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
描
く
″
展
で
あ
る
か
も
分
ら

な
い
。

☆
地
域
に
も
っ
と
音
楽
を

今
年
で
創
立
茄
周
年
を
迎
え

る
と
い
う
民
主
音
楽
協
会
。
全

国
の
民
音
の
会
員
も
”
万
人
を

超
え
る
。
神
戸
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
所
長
の
三
住
重
雄
さ
ん
は

「
特
定
の
人
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
人
々
に
も
広
く
音
楽
活
動

を
広
げ
た
い
。
」
と
熱
つ
ぼ
く

都
ハ
イ
キ
ン

唾
グ
」
等
、

生
〃
自
然
と

名
の
ふ
れ
あ

て
お
り
、
５
月
瓢
日
に
ビ
ク
タ

ー
か
ら
発
売
が
予
定
さ
れ
て
い

る
パ
リ
録
音
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
コ

ー
ヒ
ー
」
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ

た
世
界
に
生
き
る
女
性
を
見
事

に
描
き
き
っ
た
、
大
人
の
ボ
ー

カ
ル
ア
ル
バ
ム
だ
。

そ
の
宇
野
さ
ん
が
神
戸
・
北

野
の
〃
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
〃
で
６

月
ｎ
日
、
９
時
か
ら
ラ
イ
ブ
を

行
う
。
チ
ケ
ッ
ト
は
８
千
円
。

★
南
京
町
に
明
る
く
開
放
的
な

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
オ
ー
プ
ン

昭
和
妬
年
の
オ
ー
プ
ン
以
来

絵
画
フ
ァ
ン
に
親
し
ま
れ
て
き

た
南
京
町
の
画
廊
喫
茶
〃
蝶
屋
″

が
３
月
６
日
、
新
た
に
企
画
・

貸
画
廊
の
〃
南
京
町
ギ
ャ
ラ
リ

☆
青
少
年
行
政
の
第
一
人
者

再
び
教
育
の
現
場
へ

兵
庫
県
生
活
文
化
部
・
こ
こ

ろ
豊
か
な
人
づ
く
り
推
進
室
長

を
２
年
間
務
め
た
名
生
昭
雄
さ

ん
が
４
月
、
兵
庫
県
立
宝
塚
北

高
等
学
校
長
に
就
任
し
た
。

名
生
さ
ん
は
２
年
前
、
同
推

進
室
の
設
立
と
同
時
に
同
県
立

兵
庫
高
等
学
校
教
頭
か
ら
同
推

進
室
長
に
就
任
。
そ
の
後
「
ひ

ょ
』
３
」
っ
子
き
ょ
う
だ
い
づ
く

り
事
業
」
、
「
自
然
と
の
語
ら
い

蕊
い
・
人
と
人
と
の
和
・
人
と
社

会
と
の
和
″
の
３
つ
の
テ
ー
マ

を
主
柱
に
お
き
、
地
域
が
一
体

と
な
っ
た
「
心
豊
か
な
人
づ
く

り
」
を
進
め
て
き
た
。

そ
し
て
４
月
、
再
び
教
育
の

「
現
場
」
に
戻
っ
た
名
生
さ
ん
は

生
徒
に
接
し
「
勉
学
に
い
そ
し

ん
で
る
姿
を
見
て
感
動
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
、
心
豊
か
な

人
づ
く
り
に
力
を
入
れ
た
い
」

と
、
感
慨
深
気
に
語
っ
た
。

郡
－
．
蝶
屋
″

子
と
し
て
生

錘
ま
れ
変
わ

桧
っ
た
。

ｏｊＷｂｅ
Ｂ尼a ｋ

「
六
十
と
い

一
つ
の
節
目

郡
と
い
う
か

郭
自
分
の
内

噸
部
に
、
何

高
か
変
化
を

番ら

☆
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風
景
画
を

集
め
て
個
展
を
開
く

「
風
景
画
だ
け
の
個
展
は
、
今

回
が
初
め
て
。
そ
れ
も
殆
ん
ど

が
九
年
前
の
作
品
な
ん
で
す
」

と
二
紀
会
兵
庫
県
支
部
長
の
高

崎
研
一
郎
さ
ん
。
九
年
前
に
フ

ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ラ
ン

ダ
、
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
な

ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
で
得
た
収

穫
か
ら
油
絵
・
水
彩
画
約
印
点

が
出
展
さ
れ
る
。
「
六
十
と
い

う
齢
に
な
る
と
、
一
つ
の
節
目

１
１１３
１

画
廊
喫
茶
の
閉
店
を
惜
し
む

常
連
客
も
少
な
く
な
か
っ
た
そ

う
だ
が
、
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
桧

垣
文
子
さ
ん
は
「
喫
茶
店
を
始

め
た
当
初
か
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

開
設
を
準
備
し
て
ま
し
て
、
や

っ
と
実
現
し
ま
し
た
」
と
笑
み

を
浮
か
べ
る
中
に
「
再
出
発
」

の
決
意
を
見
せ
る
。

今
後
は
４
月
の
〃
加
な
ん
き

ん
展
″
を
皮
切
り
に
、
「
年
に

２
，
３
回
は
秀
れ
た
企
画
」
を

行
い
、
場
所
が
ら
観
光
客
も
多

く
訪
れ
る
こ
と
か
ら
「
外
国
の

方
の
作
品
も
紹
介
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

を
目
指
し
て
い
る
神
戸
に
は
意

曇
帯
》
》
》
》
》
霊
》
》
始
轄
吋
年

：
住
気
軽
に
音

て
も
ら
お
う
と
神
戸
大
学
の
鈴

木
正
幸
教
授
を
講
師
に
招
い
て

〃
パ
レ
ア
ナ
音
楽
文
化
謹
挫
″

を
開
催
す
る
。
生
の
音
楽
を
聴

音
楽
の
魅
力
が
わ
か
っ
て
く
る

連
続
４
回
の
誰
座
。
受
講
料
は

子
さ
ん
。
実
は
も
う
一
つ
の
顔

蕊
識
》

〃
銀
巴
里
″
な
ど
で
活
躍
す
る

シ
ャ
ン
ソ
ン
界
の
ニ
ュ
ー
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
。
魅
力
的
な
ハ
ス

キ
ー
・
ボ
イ
ス
、
抜
群
の
リ
ズ

ム
感
、
そ
し
て
何
よ
り
も
歌
で

様
々
な
主
人
公
を
演
じ
分
け
る

表
現
力
と
歌
唱
力
で
注
目
さ
れ

鍵
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動
場
へ
は
出
せ
な
い
ま
ま
の
室
内
飼
育
舎
に
入
れ
た
。
幸

い
室
内
は
二
部
屋
設
け
て
あ
り
、
飼
育
作
業
に
は
部
屋
を

交
互
に
使
う
こ
と
で
サ
イ
に
襲
わ
れ
る
心
配
は
な
か
っ
た

が
、
四
六
時
中
室
内
で
糞
便
を
す
る
た
め
頻
繁
に
掃
除
が

必
要
で
、
清
潔
を
保
つ
の
に
大
へ
ん
で
あ
っ
た
。

〔
ク
ロ
サ
イ
の
夫
婦
、
ト
ミ
ー
と
マ
ミ
ー
〕

一
九
五
九
年
十
月
十
八
日
ク
ロ
サ
イ
の
結
婚
式
挙
行

サ
イ
の
オ
ス
が
到
着
し
た
の
は
メ
ス
の
到
着
か
ら
四
カ

月
後
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
鉄
格
子
を
狭
ん
で
の
お
見
合
飼

育
。
そ
の
う
ち
待
望
の
運
動
場
も
完
成
、
も
う
大
丈
夫
と

同
居
を
試
み
た
が
激
し
く
ツ
ノ
で
渡
り
合
い
、
両
者
血
だ

ら
け
の
毎
日
が
続
い
た
。

当
時
、
サ
イ
が
日
本
で
飼
育
さ
れ
て
い
た
の
は
、
東
京

上
野
と
福
岡
動
物
園
と
神
戸
だ
け
。
し
か
し
、
そ
の
同
居

、
、
、
、

に
成
功
し
た
例
は
神
武
以
来
我
国
で
は
ま
だ
な
か
っ
た
。

東
京
上
野
も
、
福
岡
も
同
居
に
何
度
も
失
敗
し
、
や
む
な

く
別
居
飼
育
中
で
あ
っ
た
。
両
者
合
せ
て
三
ト
ン
が
激
し

く
突
進
し
て
渡
り
合
う
。
そ
の
激
し
さ
に
誰
と
て
、
「
こ

れ
は
危
い
／
」
と
、
別
居
さ
せ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
こ

を
私
た
ち
は
、
度
胸
を
き
め
、
血
だ
ら
け
の
渡
り
合
い
を

さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
結
果
は
両
者
間
に
和
解
が
成
立
、

疲
れ
き
っ
た
オ
ス
も
メ
ス
も
、
陽
だ
ま
り
に
座
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

’
八
式
吹
第
Ｖ
Ｉ

新
郎
ク
ロ
サ
イ
（
オ
ス
）
Ⅱ
ト
ミ
ー
（
推
定
５
才
）

新
婦
ク
ロ
サ
イ
（
メ
ス
）
Ⅱ
マ
ミ
ー
（
〃
）

そ
の
日
十
月
十
八
日
（
第
三
日
曜
）
は
、
朝
か
ら
あ
い

に
く
の
雨
、
台
風
十
八
号
接
近
と
い
う
た
い
へ
ん
な
日
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
雨
で
も
決
行
し
た
。

サ
イ
の
結
婚
式
と
い
う
、
全
国
未
曾
有
の
催
し
も
、
こ

の
雨
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
小
雨
決
行
の

５
１
１
ｉ
ｌ

日本初のクロサイ親子、マミーとボビー。

一
九
五
八
年
十
二
月
一
日
放
養
式
サ
イ
舎
完
成

同
年
九
月
に
は
待
望
の
ペ
ン
ギ
ン
冷
房
室
が
完
成
。
当

時
寄
贈
を
受
け
た
ペ
ン
ギ
ン
は
、
い
ず
れ
も
短
期
間
に
死

亡
、
そ
こ
で
当
時
三
○
○
万
円
を
投
じ
て
二
重
強
化
ガ
ラ

ス
張
り
冷
房
室
が
完
成
以
来
、
ペ
ン
ギ
ン
の
長
期
飼
育
が

可
能
に
な
っ
た
。
続
い
て
十
二
月
に
サ
イ
舎
が
カ
バ
舎
に

隣
接
し
て
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
サ
イ
舎
も
カ
バ
舎

も
、
無
柵
放
養
式
を
採
用
し
、
室
内
か
ら
も
屋
外
連
動
か

ら
も
鉄
格
子
の
な
い
、
よ
く
見
え
る
飼
育
舎
で
あ
る
。
当

時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
以
来
三
十
二
年
を
経
た
今
日
で

も
都
市
型
動
物
園
で
は
運
動
場
が
広
く
評
価
の
高
い
動
物

舎
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

一
九
五
九
年
五
月
二
日
ク
ロ
サ
イ
の
メ
ス
（
４
才
）
到
着

カ
バ
が
到
着
し
た
時
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
（
ゾ
ウ

の
動
物
園
史
八
７
Ｖ
に
記
述
）
屋
外
運
動
場
未
完
成
の
ま

ま
、
第
一
陣
と
し
て
、
ク
ロ
サ
イ
の
メ
ス
（
４
才
）
が
頑

強
な
オ
リ
に
入
れ
ら
れ
て
到
着
し
た
。
と
り
あ
え
ず
、
運
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田越専蝿出
、‐

謹
鐘豊輸襲鍵

長
、
寺
内
大
阪
天
王
寺
動
物
園

長
。
里
地
京
都
動
物
園
長
、
井

上
須
磨
水
族
館
長
、
そ
の
他
報

道
関
係
記
者
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の

方
が
ず
っ
と
多
く
、
一
般
入
園

者
は
台
風
の
た
め
皆
無
と
い
う

状
態
で
あ
っ
た
。
定
刻
十
一
時

一
寸
小
降
り
に
な
っ
た
が
、
無

念
の
雨
は
や
み
そ
う
も
な
く
、

れ
た
万
国
旗
が
泣
い
て
い
る
。

念
の
雨
は
や
み
そ
う
も
な
く
、
運
動
場
に
は
り
め
ぐ
ら
さ

れ
た
万
国
旗
が
泣
い
て
い
る
。
も
し
こ
の
結
婚
式
が
成
功

す
れ
ば
我
国
動
物
園
史
八
十
年
の
歴
史
に
一
頁
を
加
え
る

こ
と
に
な
る
。

松
村
副
園
長
の
指
揮
で
、
ト
ビ
ラ
を
開
け
た
。
新
郎
ト

ミ
ー
の
方
が
ま
ず
新
婦
の
室
へ
入
り
、
反
対
に
新
婦
の
マ

ミ
ー
は
オ
ス
の
ト
ミ
ー
の
室
へ
入
り
、
お
互
の
ウ
ン
コ
を

匂
い
で
い
る
。
次
い
で
三
三
九
度
、
黒
砂
糖
の
水
を
外

灯
の
笠
で
つ
く
っ
た
盃
に
つ
い
で
や
れ
ば
仲
よ
く
の
む
。

カ
メ
ラ
マ
ン

写
真
記
者
か
ら
場
所
が
悪
い
と
一
一
一
一
口
わ
れ
、
盃
を
や
り
な
お

し
た
り
し
た
が
、
な
ん
と
か
記
者
発
表
が
無
事
終
っ
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
今
回
は
仮
祝
言
の
よ
う
な
も
の
で
本

当
の
結
婚
式
は
、
メ
ス
の
マ
ミ
ー
の
発
情
期
を
待
た
ね
ば

。

( 上）王子動物園の決闘／
( 左下）ウゥン。キスして…

‐会プヒ式と． 予
定
で
準
備
を
す
す
め
て

い
た
か
ら
、
や
め
る
わ
け

に
は
行
か
な
い
。
三
百
坪

の
大
運
動
場
で
行
う
予
定

で
あ
っ
た
が
、
雨
の
た
め

と
り
あ
え
ず
屋
内
で
結
婚

式
を
あ
げ
る
こ
と
に
し

た
。
来
賓
は
動
物
愛
護
協

会
代
表
の
川
口
農
政
局

生後１カ月のポピー。「私のかわいい長男です」（マミー) 。

鐙蕊

灘

騨
癖
議
議
鱗

’
1１６
１

な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
六
三
年
十
一
月
十
六
日
日
本
初
の
ク
ロ
サ
イ
誕
生

晴
れ
や
か
に
結
婚
式
を
挙
行
し
て
か
ら
二
年
、
発
情
期

を
迎
え
た
メ
ス
に
オ
ス
の
ト
ミ
ー
は
何
度
も
マ
ウ
ン
ト
す

る
が
、
ど
ち
ら
も
初
婚
と
あ
っ
て
、
本
交
尾
の
確
認
が
で

き
な
い
。
致
し
方
な
く
、
マ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
オ
ス
の

か
い
し
や
く

〃
物
″
を
人
の
手
（
米
沢
冒
自
飼
育
員
）
で
介
錯
し
て
や
っ

て
よ
う
や
く
成
功
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
以
来
ト
ミ
ー
は

夫
と
し
て
君
臨
、

一
九
六
三
年
十
一
月
十
六
日
オ
ス
一
子
Ⅱ
ボ
ビ
ー

一
九
六
五
年
十
一
月
二
日
オ
ス
一
子
Ⅱ
ロ
ッ
ク

一
九
六
九
年
九
月
八
日
オ
ス
一
子
Ｉ
サ
イ
太

を
誕
生
さ
せ
、
日
本
動
物
園
水
族
館
協
会
よ
り
名
誉
あ
る

繁
殖
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
し
か
し
、
や
が
て
マ
ミ
ー
が
先

に
、
そ
の
四
年
後
、
ト
ミ
ー
も
十
七
才
で
世
を
去
っ
て
い

る
。
な
お
現
在
飼
育
さ
れ
て
い
る
の
は
口
の
広
い
シ
ロ
サ

イ
夫
婦
で
、
ま
だ
繁
殖
を
見
て
い
な
い
。

i侭騨輔

賎

灘＃
；

）
》
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1１７

コウベもファッション･ ソサエティ

五Ｓ瀞i事識脇蛎務局／神戸市中央区東町1 1 3 - 1 大神ピル9 Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ､ 0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

K F S ってどんな会
中島正義くＫＦＳ会長＞

『刊

神戸ファッション
ソサエティ（ＫＦ
Ｓ）の歩み
1 9 7 2 年神戸市の

ファッション市民
大学が創設され、
ファッション都市
づくりのために必中島正義会長一ノ、ソ< ﾉ ﾉ / こぬに４１ﾑ 、

要な人材･ 育成をめ
ざして講座が開かれました。
その市民大学の第一期生から第五期

生までの卒業生が集い誕生したのが、
異業種の草分け私達のグループ，ＫＦ
ＳｏこのＫＦＳの目的は、“神戸をフ
ァッション都市に”という合言葉のも
とに神戸のよりすぐれた生活文化の創
造をはかりより豊かな、よりいきいき
としたファッション文化を街のすみず
みに浸透させ、そしてファッジョン産
業のよきリーダーとして働き、目覚ま
しい活性化を計るための活動を続けて
いこうとするものです。
1 9 8 2 年会誌スウィング（自由な活動

振幅ＫＦＳの翼という心をこめて）が
創刊され同時にシンボルマーク（たつ
の落し子をアレンジした）が出来まし

た。昨年、１５周年記念イベント「神戸
なに色、どんな町」をメインテーマに
ファッションシンポジウムを開催。フ
ァッション会議所の設立と、ファッシ
ョン都市神戸と共に私共ＫＦＳも歩ん
でまいります。絶大な御支援、御声援
を宜しくお願いします。

●ＫＦＳ花博のつどい
めっきりと春めいてきました今日こ

のごろですがＫＦＳでは野外活動とし
て来たる５月2 7 日花博を見学すること
になりました。ＫＦＳの会員はもちろ
んのこと、会員以外の一般の方も参加
可能ですので皆様ふるって参加して下
さい。
とき５月2 7 日（日）
集合場所午前1 0 時ＪＲ三ノ宮駅南側

噴水前
会費個人負担
申し込み西候幹男氏まで、電話にて

御連絡願います。
入場割引き券があります。電話番号
は2 2 1 - 3 2 0 5 です。尚、申し込みしめ
切りは５月2 0 日とさせて頂きます。
今話題の花博を見学して花の美を楽
しむとともに、ＫＦＳの親睦を一層深
めましょう。

＜私たち新入会員です＞
芦屋のアトリエ・

アン・アケミの石原
暁美先生に御紹介い
ただきました。
昨年の立亀先生の
シンポジウムに参加江上順子さん‐．．．マ孝一. 一一 ' ゾケ
し大へん興味をもち

まして、さらに立亀先生のお話をきき
たいと思っております。昔ファッショ
ン関係の仕事をしていたこともあり、
また､ 神戸をさらに美しく、よりよくし
ていきたいと思っておりますので何か
お手伝いできればと思っております。

籍
モードメイドミチ
コの藤井美智子先生
に昨年のＫＦＳ１５周
年イベントへ誘って
いただきまして内容
のすばらしさに感動藤野由紀子さん‐‐" ，…一宮ー．ーｿ ' 二扱奔．
しました。美容室を

経営しておりますので単にヘアースタ
イルにとどまらず常にファッションに
も目を向け、トータルファッションと
してのヘァー、又色彩学の観点からも
考えていきたいと思っています。
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